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2022年 1月 

第 1 回「人生 100 年時代に向けた資産形成について」 

三菱UFJ信託銀行 菅谷 和宏 

1．人生 100年時代の到来 

 厚生労働省が昨年公表した「2020年簡易生命表」によると、平均寿命は男性 81.64歳、

女性 87.74 歳でした。また、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（2017

年推計）」では、2065年に男性 84.95歳、女性 91.35歳まで延びる見込みが示されています。

まさに「人生 100 年時代の到来」と言えます。人生が長くなることは良いことですが、高

齢期の生活期間が長くなり、必要な生活費も増加することとなります。 

 

2．老後 2000万円問題って本当？ 

「老後 2000 万円問題」とは、2019 年に金融審議会市場ワーキング・グループの報告書

「高齢社会における資産形成・管理」の中で、約 2,000 万円の老後資金が必要とし、資産

形成の必要性について国民の大きな注目を集めたものです。 

＜2017年＞１カ月の不足分 54,519円×12カ月×30年間＝約 2,000万円（図表 1） 
 

（図表 1）高齢期の家計収支（2017 年） 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）総務省統計局「家計調査年報（家計収支編）2017年家計の概要（高齢夫婦無職世帯）」より筆者作成 

 

収入に見合った生活をすれば資産が十分になくても生活できるでしょうが、自分がやり

たいことや豊かな老後生活を送るためには、やはり、ある程度の資産が必要と考えます。 

 

3．何から始める？～まずは将来の年金額を知る 

まず、自分が将来、公的年金と確定給付企業年金（DB）をいくら受給できるのかを確認

します。公的年金は、日本年金機構から送られてくる「ねんきん定期便」を見ると、いく

ら受給できるかが分かります。標準報酬にもよりますが、一般的に夫婦で月額約 22万円と

なります（図表 2）。また、退職金の受給額も確認しましょう。 

 

（図表 2）公的年金受給月額（目安）（40 年勤務で配偶者は専業主婦（夫）世帯の場合） 

標準報酬年額 

（賞与含む） 

本人の年金額 配偶者の老齢 

基礎年金額 
世帯年金額 

老齢厚生年金額 老齢基礎年金額 

４００万円 ７．３万円 ６．５万円 ６．５万円 ２０．３万円 

５００万円 ９．１万円 ６．５万円 ６．５万円 ２２．１万円 

６００万円 １１．０万円 ６．５万円 ６．５万円 ２４．０万円 

（出所）筆者作成 

資産形成ロードマップ 
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4．将来の生活収支を把握する～ライフプランの作成 

次に、自分がどのような生活をしたいのかを考え、どの程度の生活費が必要かを把握し

ます。これで、「2,000万円問題」ではなく、「自分に必要な資金の問題」となります。なお、

生活費が不足する場合、「より長く働く」という選択肢もあります。現在、65歳までの雇用

が可能ですが、実際には 60歳定年で 60歳以降は継続雇用等で働くことが多いと思います。

自分の定年年齢と雇用継続時等の給与を確認しておくと良いでしょう。 

 

5．年金の受給開始時期を考える 

「より長く働き」、年金の受給を遅らせる方法もあります。公的年金は 65歳支給ですが、

66歳以降 1カ月単位で繰下げができ、1カ月当たり 0.7％増額となります。本年 4月からは

75歳まで繰下げが可能になるので、例えば年金額 22万円の場合、75歳まで繰下げると 84％

増額で約 40万円となります。 

 

6．個人型 DC（通称 iDeCo）の活用 

資産形成の 1つに iDeCoがあります。現在、加入上限は 60歳ですが、本年 5月から厚生

年金被保険者であれば 65 歳まで加入できるように、さらに本年 10 月からは企業型 DC 加

入者も拠出限度額の範囲内で iDeCo に加入できるようになります。なお、iDeCo は個人で

資産運用するため、金融機関等の各種手数料も個人で支払う必要があります。 

 

7．人生 100年時代に向けた資産形成 

個人で行う資産形成の方法は、iDeCo、積立NISA、財形貯蓄などがありますので、長期

にわたり継続して複数の商品に分散して積み立てると良いでしょう。また、年金の受給開

始時期をずらすことで生活設計に合った受給が可能ですので、金融商品や年金の知識を身

に着けることも大事です。ゆたかな生活を送るため、将来に向けた準備を今から始めまし

ょう。

 

（図表 3）人生 100 年時代に向けた資産形成 
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（出所）筆者作成 

 



 

 

2022年 4月 

第 2回「自分の年金額を知ろう！」 

三菱 UFJ 信託銀行 菅谷 和宏 

 

＜出版企業年金基金の年金・一時金額＞ 

当基金の年金・一時金額は、基金 HP の「年金額・一時金額早見表」で、おおよその金

額を確認することができます。 

さらに実際の基金加入記録から算出された金額を確認したい場合は、当基金へ電話によ

り依頼してください（03-5259-9111）。見込額がご自宅へ郵送されます。 

＜出版企業年金基金 HP「年金額・一時金額早見表」＞ 

https://syupan-kikin.or.jp/payment/lookup.html 

 

＜公的年金の年金額＞ 

 毎年誕生月に日本年金機構から「ねんきん定期便」（原則はがきで 35歳、45歳、59歳で

は封書）が郵送されますので、「受給開始年齢」と「年金額」を確認します（図表 1）。 

受給できる年金は「老齢基礎年金」と「老齢厚生年金」の合計額です。年金額は年額で表

示されていますので 12で割って月額を把握しましょう。なお、50歳未満の人はこれまでの

加入実績に基づいた年金額、50 歳以上の人は 60 歳まで現在の加入状況が継続した場合の

65歳からの年金額が表示されています。 
 

（図表 1）年金定期便「50 歳以上の場合の例」 

３．老齢年金の種類と見込額（年額）

**歳～ 65歳～ ココを確認

老齢基礎年金

723,079円

特別支給の老齢厚生年金 老齢厚生年金

(報酬比例部分）  1,812,989円

(経過的加算部分）       345円

********円 (報酬比例部分）   *******円

********円 (経過的加算部分）*******円

********円 2,536,068円 ココを確認

～

(1)と(2)の合計

～～

受給開始年齢

(2)厚生年金

(1)基礎年金

一般厚生年金期間

 

（出所）日本年金機構 HPから筆者作成 

 

「ねんきん定期便」を捨ててしまった・・・という場合は、日本年金機構の HP でも年

金額が分かります。この「年金ネット」では、将来の年金額以外に、今までの加入履歴等

の年金記録も確認できます。また、電子版「ねんきん定期便」もいつでもダウンロードで

きますので、HPでユーザーID等を申請しておくと良いでしょう。 

＜日本年金機構HP＞ 

https://www3.idpass-net.nenkin.go.jp/neko/Z06/W_Z0602SCR.do 

 

＜ワンポイントレッスン＞ ～経過的加算～ 

20 歳未満及び 60 歳以上の厚生年金の加入期間は「経過的加算」として支給されます。

60歳時点で 20歳以上 60歳未満の期間の厚生年金加入期間が 40年未満の人は 60歳以降も

働いて厚生年金に加入すると、480カ月を上限として「経過的加算」が増額されます。 

資産形成ロードマップ 

https://syupan-kikin.or.jp/payment/lookup.html
https://www3.idpass-net.nenkin.go.jp/neko/Z06/W_Z0602SCR.do


 

 

2022年 8月 

第 3 回「iDeCo を活用してみよう！」 

三菱 UFJ 信託銀行 菅谷 和宏 

 

＜iDeCoってなに？＞ 

 Individual-type Defined Contribution pention planの略で、個人が毎月定期的に掛金を

拠出して資産を積み立てながら運用し、60～75歳の好きな時に受け取りが可能な制度です。 
 

＜iDeCoのメリットは？＞ ◆税制優遇があること！◆ 

iDeCoに加入 自分で資産運用

拠出時
【非課税】

全額所得控除
【課税】

所得控除等なし

運用時
【非課税】

運用益は非課税
【課税】

運用益は課税

受給時
【非課税】

一時金：退職所得控除
年金受給：雑所得控除

【課税】
売却益は課税

受給

613

万円

490

万円

iDeCoに加入した場合

自分で資産運用した場合

加入

①年額12万円で38年間拠出

②税率15％

③運用利率1.5％

④運用益課税：20％

38年間で約123万円の差が発生！

前
提
条
件

 

＜iDeCoの加入方法＞ ◆手順は「３ステップ」！◆ 

金融機関を選んで（三菱UFJ銀行他　銀行、保険会社、証券会社等）、iDeCo加入申請書を提出

毎月の掛金額を決める（5000円以上1000円単位）　ただし、以下の金額まで
～2022年9月 2022年10月～ 2024年12月～

月額12,000円 月額12,000円
月額20,000円

【55,000円-出版基金
掛金相当額※1】

月額12,000円

加入不可

運用商品を選ぶ（金融機関が提供している商品の中から選択、複数の商品選択も可）

出版基金＋企業型DC加入
　（iDeCo加入不可の場合）

  月額12,000円
【27,500円-

企業型DC掛金額】

月額20,000円
【55,000円-（出版基金

掛金相当額※1＋
企業型DC掛金）】

出版基金のみ加入

出版基金＋企業型DC加入
　　（iDeCo加入可の場合）

ステップ１

ステップ２

ステップ３
 

※1 出版基金掛金相当額は、ご自分の掛金額の型（1 型 4,000 円～20 型 75,000 円）により異なります。 

ご自分の属する型がご不明の場合は事業所ご担当者または当基金までご照会ください。 

【注】2022 年 10 月以降、企業型 DC加入者（iDeCo に加入できる旨の規定が企業型 DC規約にない場合）

も iDeCo に加入できるようになります。なお、企業型 DC でマッチング拠出をしている場合や年単

位拠出をしている場合は、iDeCo に加入できませんのでご留意ください。 

 

＜金融機関の選定ポント＞ ◆ポイントは「商品ラインナップ」と「手数料」！◆  

１つ目は、投資したい商品があるかどうか、２つ目は口座管理等手数料です。口座管理

手数料が高いとせっかくの運用益が減少してしまいます。また、商品を選定する際には商

品ごとに設定されている信託報酬等の手数料を確認することも大切です。信託報酬が高い

と利回りが高くても運用益が減少することとなります。 

 

＜運用商品の選定ポント＞ ◆ポイントは自分の「リスク許容度」！◆  

自分の年齢や他の資産の保有状況等により、どの程度のリスクがとれるのか考えて商品

選定をします。一般的には、若年齢で今後も給与収入等が見込まれる方は相応にリスクを

資産形成ロードマップ 

金融機関を選んで(銀行、保険会社、証券会社等)、iDeCo 加入申請書を提出 

運用商品を選ぶ(金融機関が提供している商品の中から選択、複数の商品選択も可) 

毎月の掛金額を決める(5000 円以上 1000 円単位) ただし、以下の金額まで 



 

とれるため、株式を中心とした商品選定が可能です。一方、定年を間近に控えた方はリス

クを抑制し、債券中心の商品選択をすることが考えられます。また、自分がどの程度のリ

スクがとれるかわからない場合は「バランス型」の商品を選択することも考えられます。 

投資

信託

定期預金 保険商品元本確保型

国内債券型 外国債券型

外国株式型国内株式型

その他（REIT・金ETF 等）

債券

株式

その他

バランス型
運用商品

ラインナップ

 

 

 

 

 

＜iDeCo 公式 HP＞ 
https://www.ideco-koushiki.jp/     （iDeCo公式ダイヤル）0570-086-105 
＜iDeCo 取扱金融機関検索公式サイト＞ 
https://www.ideco-koushiki.jp/operations/ 

https://www.ideco-koushiki.jp/
https://www.ideco-koushiki.jp/operations/

